
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
右
の
理
解
が
正
し
け
れ
ば
、
安
芸
国
分
寺
で
は
天

平
勝
宝
二
年
の
段
階
で
す
で
に
重
要
な
法
会
を
開
催
し
、
そ
れ
を
支
え
る
体
制

が
で
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
金
堂
や
塔
な
ど
主
要
な

伽
藍
が
す
で
に
完
成
し
て
い
た
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
る
。
今
回
発
見
さ
れ

た
木
簡
や
墨
書
土
器
は
、
単
に
安
芸
国
分
寺
の
造
営
過
程
だ
け
で
な
く
、
国
分

寺

一
般
の
造
営
過
程
の
見
方
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
さ
ら
に
従
来
ほ
と
ん

ど
わ
か
ら
な
か
っ
た
国
分
寺
に
お
け
る
宗
狭
活
動
や
そ
れ
を
支
え
る
地
域
の
姿

も
示
し
て
く
れ
る
重
要
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

木
簡
の
検
討
作
業
に
は
、
広
島
大
学
の
西
別
府
元
日
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
の
平
川
南
、
奈
良
女
子
大
学
の
舘
野
和
己
、
奈
良
大
学
の
寺
崎
保
広
の
各
氏

な
ら
び
に
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
調
査
室
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

⑪
東
広
島
市
教
育
文
化
振
興
事
業
団

「
『天
平
勝
賓
二
年
』
銘
の
木
簡
が
出

土
」
『阿
岐
の
ま
ほ
ろ
ば
』
（文
化
財
セ
ン
タ
ー
報
二
一
、
二
〇
〇
一
年
）

同

『史
跡
安
芸
国
分
寺
跡
―
出
土
木
簡
と
そ
の
概
要
―
』
（阿
岐
の
ま
ほ
ろ
ば

特
集
号
、
二
〇
〇
一
年
）

同

『史
跡
安
芸
国
分
寺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅳ
Ｉ
第

一
二
次

。
第

一
三
次
調

査
の
記
録
―
』
（文
化
財
セ
ン
タ
ー
報
告
書
第
一三
ハ
冊
、
三
〇
〇
二
年
）

（１
１
７
・
９
　
妹
尾
周
三
、
８
　
佐
竹
　
昭

〈広
島
大
学
》

徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編

『観
音
寺
遺
跡
Ｉ

（観
音
寺
遺
跡
木
簡
篇
道

の
刊
行

七
世
紀
代
の
地
方
支
配
な
ど
を
示
す
木
簡
群
と
し
て
著
名
な
徳
島
県
観

音
寺
遺
跡
出
土
木
簡
の
報
告
書
が
、
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査

報
告
書
第
四
〇
集

『観
音
寺
遺
跡
Ｉ

（木
簡
篇
江

十
一
般
国
道

一
九
二

号
徳
島
南
環
状
道
路
改
築
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
―
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
。

木
簡

一
点
ご
と
に
モ
ノ
ク
ロ
写
真

。
赤
外
線
写
真

・
実
測
図

・
釈
文
と

解
説
を
付
す
。　
一
部
木
簡
は
カ
ラ
ー
図
版
も
所
収
す
る
。
実
測
図
に
は
削

り
痕
跡
な
ど
を
詳
細
に
記
載
し
、
モ
ノ
と
し
て
の
本
簡
が
も
つ
情
報
を
提

供
し
て
い
る
。

ま
た
、
木
簡
の
理
解
に
不
可
欠
な
遺
構
や
共
伴
遺
物
に
つ
い
て
の
解
説

も
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
本
簡
出
土
状
況
の
写
真
も
カ

ラ
ー

・
モ
ノ
ク
ロ
と
も
豊
富
で
あ
る
。

Ａ
四
版

・
三
二
二
買

・
カ
ラ
ー
図
版
人
頁

。
モ
ノ
ク
ロ
図
版

一
四
頁

。

付
図

一
枚
。
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